
6.4 ゲーム性に対する考察
今回は，異文化理解ゲームを電子デバイス上
で実装するということを行ったが，実際に実用
化するためにはゲーム性を付与する必要がある．
世の中にあるゲームには，大きな目標が設定さ
れており長い期間続けていられるものもあるが，
背中合わせゲームは一つのゲームをずっと行う
よりも，短く何回も行うものである．そこでい
くつかゲーム性を持たせるための案を記載する．

案 1　脱出ゲーム風
　アプリ版の脱出ゲームは，画面に部屋の画像が映
し出され，怪しい部分をタップすることでその場所を
調べることができ，脱出に必要なアイテムを揃えて
それを使いながら，部屋からの脱出を図るゲームで
ある．この脱出に必要なアイテムを集める時に，背中
合わせゲームをクイズとして出題し，正解するとア
イテムが入手できるという感じにできないかと考えた．

案 2　パックマン風
　パックマンのように，敵の追跡から逃れながら迷
路の中に配置されているアイテムを集めていくゲー
ムにできないかと考えた．逃げる過程で，速度アッ
プなどのアイテムを取るときや近道をするときに背
中合わせゲームを行い，その正解度合いによって得
られる効果が変わるようにする．

7. まとめと今後の課題

7.1 まとめ
今回，背中合わせゲームを画面上に表示できるキャ
ラクターと行えるようにした．実装に用いたオープン
ソースライブラリは，Unity,音声読み上げソフト「音
読さん」という容易に使えるもののみであった．これ
により，VR技術を用いた異文化理解ゲームが，通常
の情報系の大学 4 年生程度の能力があれば実装可能
ということがわかった．

7.2 今後の課題
今後の課題としては様々な点が挙げられるが，特筆
すべきはキャラクターの動作の作成，ゲーム性の追求
の 2 点だと思われる．キャラクターの動作は，体全
体の身振り手振り，瞬き，口の動きの実装が必要と考
える．ゲーム性については，考察でも述べたように 1

回背中合わせゲームを行っただけではゲームの目的
を十分に達成できるとは言い難いので，ずっと楽しん
でもらえるようなゲーム性は必要ないが，少なくと

も数回はやってみようと思ってもらえるゲーム性が必
要だと考える．
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